
令
和
八
年
度
国
立
高
等
専
門
学
校
入
学
者
選
抜
学
力
検
査
本
試
験 

 

問
題
作
成
の
方
針
と
出
題
の
ね
ら
い 

 

【 

国 

語 

】 

   

１ 
 

 

 

素
材
は
俵
万
智
『
生
き
る
言
葉
』(
新
潮
社 

二
〇
二
五
年
四
月
)、
伊
藤
博
「『
後
拾
遺
和
歌
集
』
と
和
泉
式
部
」(
岩
波
書
店
『
新 

日
本
古
典
文
学
大
系
８
』
附 

月
報

５
３ 

一
九
九
四
年
四
月
)
か
ら
採
ỵ
た
文
章
で
あ
る
。 

採
録
部
分
は
い
ず
れ
も
、
和
泉
式
部
の
和
歌
「
白
露
も
夢
も
こ
の
世
も
ま
ぼ
ろ
し
も
た
と
へ
て
い
へ
ば
久
し
か
り
け
り
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
俵
万
智
『
生
き
る
言
葉
』

は
、
語
り
か
け
る
よ
う
な
筆
者
の
口
調
で
「
白
露
も
」
の
歌
の
魅
力
を
存
分
に
語
り
つ
つ
、
短
歌
を
含
め
た
表
現
活
動
全
体
へ
の
態
度
が
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ

和
歌
を
扱
い
つ
つ
も
、
伊
藤
博
「『
後
拾
遺
和
歌
集
』
と
和
泉
式
部
」
は
稍
専
門
的
な
言
い
回
し
が
あ
り
、
受
験
生
に
古
典
の
知
識
を
要
請
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
前
述
の

俵
万
智
の
文
章
と
の
比
べ
読
み
を
行
う
こ
と
で
、
中
学
卒
業
段
階
の
受
験
者
に
と
ỵ
て
も
十
分
に
読
解
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

Ａ
Ｉ
の
台
頭
が
著
し
い
昨
今
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
苦
心
し
て
芸
術
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
作
り
出
し
て
い
く
の
か
、
考
え
な
が
ら
読

解
に
当
た
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
も
あ
る
。 

出
題
の
ね
ら
い
は
、
主
に
論
旨
の
展
開
に
沿
ỵ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
の
主
張
を
正
確
に
読
み
取
る
力
を
査
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
比
べ
読
み
形
式
の
出
題
を
設
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
思
考
力
・
判
断
力
を
査
定
す
る
設
問
構
成
と
な
ỵ
て
い
る
。 

 

[
各
設
問
の
ね
ら
い
] 

(
問
１
)
基
本
的
な
慣
用
句
の
意
味
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
２
)
文
法
の
知
識
を
踏
ま
え
、
品
詞
を
正
し
く
識
別
す
る
能
力
。 

(
問
３
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
４
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
５
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
６
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
思
考
す
る
能
力
。 

(
問
７
)
二
つ
の
文
章
を
正
確
に
読
み
取
り
、
論
旨
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 



 

  

２ 
 

 

素
材
は
戸
谷
洋
志
『
メ
タ
バ
ổ
ス
の
哲
学
』(
講
談
社 

二
〇
二
四
年
九
月
)
か
ら
採
ỵ
た
文
章
で
あ
る
。
採
録
部
分
で
は
、
メ
タ
バ
ổ
ス
(
イ
ン
タ
ổ
ネ
ỿ
ト
上
の
三
次
元

仮
想
空
間
)
を
手
が
か
り
に
、
様
々
な
論
者
の
見
解
を
引
き
つ
つ
、
メ
タ
バ
ổ
ス
が
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ỻ
テ
ỻ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

る
。
メ
タ
バ
ổ
ス
に
つ
い
て
は
、
近
年
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
と
共
に
、
高
専
を
志
望
す
る
受
験
生
に
は
関
心
が
高
い
話
題
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
技
術
か

ら
作
り
出
さ
れ
る
も
う
一
人
の
自
分
が
、
現
実
に
生
き
る
自
分
と
ど
う
関
わ
る
の
か
と
い
う
哲
学
的
な
問
題
に
向
き
合
ỵ
て
い
る
。
様
々
な
論
者
の
意
見
を
筆
者
が
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
つ
つ
、
比
較
検
討
し
な
が
ら
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
中
学
卒
業
段
階
の
受
験
生
に
も
十
分
に
読
解
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。 

思
春
期
の
時
代
に
生
き
る
受
験
生
に
は
、
メ
タ
バ
ổ
ス
と
い
う
場
は
、
夢
が
あ
り
無
意
識
に
楽
し
い
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ
楽
し
い
の
と
思
え

る
の
か
、
技
術
的
な
面
か
ら
離
れ
て
、
改
め
て
考
え
る
き
ỵ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
も
思
ỵ
て
い
る
。 

出
題
の
ね
ら
い
は
、
論
理
的
な
文
章
に
お
け
る
論
理
展
開
に
沿
ỵ
て
異
な
る
主
張
を
的
確
に
と
ら
え
、
読
み
取
る
力
を
査
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
各
論
者
の
意
見
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
ỵ
て
、
思
考
力
・
判
断
力
を
査
定
す
る
設
問
構
成
に
な
ỵ
て
い
る
。 

 

 

[
各
設
問
の
ね
ら
い
] 

(
問
１
)
基
本
的
な
漢
字
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。
出
題
範
囲
は
、
常
用
漢
字
の
中
の
小
・
中
学
校
学
習
漢
字
で
あ
る
。 

(
問
２
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
適
切
な
接
続
詞
を
判
断
す
る
能
力
。 

(
問
３
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
４
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
５
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
６
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
７
)
文
章
を
俯
瞰
的
に
捉
え
、
論
旨
を
的
確
に
判
断
す
る
能
力
。 

   



   

３ 
 

 

 

素
材
は
、
村
崎
な
ぎ
こ
『
オ
リ
オ
ン
は
静
か
に
詠
う
』(
小
学
館 

二
〇
二
五
年
一
月
)
か
ら
採
ỵ
た
文
章
で
あ
る
。
本
作
は
、
ろ
う
学
校
の
生
徒
で
あ
る
木
花
咲
季
と
、

聴
覚
障
害
の
親
を
支
え
る
「
コ
ổ
ダ
」
の
カ
ナ
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
孤
独
や
過
去
の
傷
を
乗
り
越
え
て
い
く
物
語
で
あ
る
。
咲
季
の
担
任
で
あ
る
白
田
先
生
や
、

カ
ナ
の
伯
母
で
あ
る
マ
マ
ン
も
二
人
を
支
え
な
が
ら
、
競
技
か
る
た
を
通
し
て
「
音
の
な
い
世
界
」
と
「
聞
こ
え
る
世
界
」
と
の
壁
を
越
え
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
、
登
場
人

物
そ
れ
ぞ
れ
の
成
⾧
が
丁
寧
に
描
き
取
ら
れ
て
い
る
。
採
録
部
分
は
、
咲
季
が
大
会
に
参
加
し
、
健
常
者
と
対
等
の
立
場
で
戦
ỵ
て
勝
利
を
収
め
、
自
信
を
得
る
場
面
で
あ

る
。 二

〇
二
五
年
は
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ỿ
ク
が
開
催
さ
れ
、
聴
覚
障
害
へ
の
理
解
と
啓
発
が
い
ỵ
そ
う
推
進
さ
れ
た
年
で
あ
ỵ
た
と
言
え
る
。
本
題
材
は
、
題
材
と
し
て
の
難
易

度
や
テ
ổ
マ
性
に
加
え
、
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
も
含
め
て
採
択
し
た
も
の
で
あ
る
。 

出
題
の
ね
ら
い
は
、
登
場
人
物
の
心
情
を
的
確
に
捉
え
、
読
み
取
る
力
を
査
定
す
る
点
に
あ
る
。
文
章
は
比
較
的
平
易
で
あ
り
、
中
学
卒
業
段
階
の
受
験
生
に
も
十
分
に
読

解
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
箇
所
が
些
か
⾧
文
で
あ
る
た
め
、
心
情
の
把
握
を
丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ
る
。 

   

[
各
設
問
の
ね
ら
い
] 

(
問
１
)
基
本
的
な
慣
用
句
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
人
物
の
心
情
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
２
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
人
物
の
心
情
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
３
)
表
現
の
効
果
を
的
確
に
把
握
し
、
人
物
の
心
情
を
正
し
く
判
断
す
る
能
力
。 

(
問
４
)
表
現
の
効
果
を
的
確
に
把
握
し
、
人
物
の
心
情
を
正
し
く
判
断
す
る
能
力
。 

(
問
５
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
人
物
の
心
情
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

(
問
６
)
文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
人
物
の
心
情
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
。 

  


